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はじめに

高温領域での高効率発電システムとして期待されている､固体電解質を用いた燃料電池(SOFC)が将

来的に広い応用分野で使われるためには､イオン伝導性材料や電極材料の性能向上のための革新的ブ

レークスルーが必要である｡本研究では､材料の機能性を決定する大きな要因である界面を､ナノス

ケールで周期的に有するイオン伝導性(固体電解質)人工格子材料を作成した｡具体的にはイオン伝導

性超微粒子(0次元)や周期的ナノ孔内に導入されたイオン伝導性ナノ細線(1次元)を作成した｡そし

てそれら人工格子の構造の解析､及び格子内部や界面でのイオンダイナミクスを､光学的､電気化学

的手法により評価し､高機能性固体電解質の開発に関する指針を得た0

本研究で得られた成果を以下に示す｡

(1)アルミナ系細孔薄膜をテンプレートに､高速原子線露光装置(FAB)を用いて､周期100nm(孔径

40-50m)の､ナノ細孔構造固体電解質人工格子の作成が可能となった｡

(2)Nd-YAGレ-ザを用いたPLD法により､原子層オーダーでの製膜が可能な製膜装置を作成し､ナノ

周期構造を持つ人工格子薄膜の作成が可能となった｡

(3)環境制御型換作型プローブ顕微鏡の改造を行い､試料表面500℃までの温度領域でインピーダンス

特性を測定できるようになった｡

(4)改造した環境制御操作型プローブ顕微鏡を用いてナノ構造境界付近の試料表面の表面電位測定を

行い表面吸着種の濃度が高くなっている事を明らかにした｡
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